
佐
野
金
之
助
氏
追
悼

佐
野
金
之
助
氏
は
、

昭
和
四
七
年
三
月
一
九
日
に
逝
去
さ
れ
た
。
ま
乙
と
に
痛

恨
の
き
わ
み
で
あ
あ
。
本
誌
の
巻
頭
乏
か
か
げ
た
論
文
は
、

そ
の
病
中
に
成
っ
た

遺
稿
で
あ
る
。

且
末
に
退
院
さ
れ
た
。
九
月
に
は
、

た
い
へ
ん
よ
く
な
っ
た
、

'
k
 

，J
 

な
お
し
ば
ら
く
静

氏
は
、
四
六
年
七
月
、
国
間
部
疾
患
の
た
め
入
院
、
放
射
線
治
療
を
受
け
て
、

養
す
る
、
と
い
う
元
気
な
手
紙
と
と
も
に
、
原
稿
一
一
編
が
送
ら
れ
て
き
て
、
私
も

や
や
愁
眉
を
聞
い
た
乙
と
で
あ
っ
た
が
、

い
ま
か
ら
思
え
ば
、

一
時
の

そ
れ
は
、

小
康
期
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
年
の
一
二
月
に
は
、
病
は
再
び
悪
化
し
、
翌
年

月
つ
い
に
永
眠
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

氏
は
、

昭
和
二
五
年
に
広
島
文
理
科
大
学
を
卒
業
の
の
ち
、
円
郷
里
で
あ
る
愛
知

県
の
高
校
国
語
教
師
と
し
て
勤
務
の
か
た
わ
ら
、
文
学
の
評
論
・
研
究
に
う
ち
と

み
、
三

O
年
と
三
四
年
に
は
、
『
文
学
界
』
お
よ
び
『
群
像
』
の
懸
賞
評
論
に
当
選

し
、
そ
の
方
面
で
は
早
く
か
ら
令
名
の
あ
る
人
で
あ
る
。
私
は
、
二
六
年
ど
ろ
、

お
な
じ
郷
里
の
愛
知
県
で
氏
と
知
り
合
い
、
以
後
、
書
信
を
交
換
し
、
ま
た
、
時

折
は
会
う
機
会
も
持
っ
て
い
た
。
四
一
年
に
『
近
代
文
学
試
論
」
の
刊
行
を
企
て

た
と
き
、
先
輩
と
し
て
氏
に
も
参
加
を
詳
り
た
の
だ
が
、
氏
は
積
極
的
化
賛
意
を

磯

貝

英

夫

表
し
、
以
後
、
最
も
熱
心
な
会
員
と
し
て
、
激
石
関
係
の
論
稿
を
次
々
に
投
じ
ら

れ
た
。

ζ

乙
に
か
か
げ
た
論
文
は
、
氏
の
一
連
の
激
石
論
の
最
後
の
も
の
で
あ
り
、
最

初
の
入
院
中
に
手
が
け
ら
れ
、
退
院
後
の
小
康
時
に
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
当
然
、
も
っ
と
早
く
公
表
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
折
わ
る
く
、
依
頼

し
た
と
乙
ろ
の
印
刷
事
情
が
極
度
に
悪
化
し
、
本
誌
の
刊
行
が
ま
る
一
年
も
お
く
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れ
る
と
い
う
悪
運
に
ぶ
つ
か
り
、
そ
の
上
、
十
号
記
念
特
集
号
を
先
立
て
た
と
と

も
重
な
つ
だ
、
い
ま
、
よ
う
や
く
発
表
の
運
び
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

ζ

の
乙

と
を
、
だ
れ
よ
り
も
ま
ず
故
人
の
霊
に
わ
び
た
い
。
私
は
、

、z
、、

b

I

 
日
ど
ろ
の
氏

の
温
顔
を
思
い
出
し
、

そ
れ
に
あ
ま
え
て
い
る
自
分
を
意
識
し
て
い
、
る
。

未
亡
人
に
よ
る
と
、
氏
は
、

そ
の
小
康
時
も
仕
事
へ
の
意
欲
が
旺
盛
で
、
次
は

鴎
外
を
手
が
け
る
つ
も
り
で
、
資
料
を
集
め
た
り
、

メ
モ
を
と
っ
た
り
さ
れ
、
て
い

た
と
の
乙
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
何
か
あ
せ
っ
て
い
る
か
の
よ
う

κ夢
ゆ
だ
あ
っ

た
と
の
乙
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

再
入
院
時
K
は
、
も
は
や
本
を
読
む
元
気
は
な

か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
心
事
去
想
像
す
る
と
、
い
ま
も
胸
が
痛
い
。

病
魔
は
、
氏
を
士
山
、
の
な
か
ば
で
奪
っ
た
ど
を
式
で
あ
る
が
、
し
か
、
し
、
氏
の
本

領
は
、
と
れ
忌
ん
で
の
氏
の
仕
事
の
上
に
か
な
り
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
言
っ
て

よ
い
。
私
は
、
j

恰
度
ゆ
っ
く
り
、
氏
の
人
と
仕
事
の
全
体
を
省
察
ら
て
み
た
い
希



望
を
持
っ
て
い
る
が
、

と
乙
で
は
、

追
悼
の
よ
す
が
と
し
た
い
。

略

歴

大
正
一
二
年
四
月
二
一
目
、
愛
知
県
津
島
市
に
生
ま
れ
た
。
昭
和
一
四
年
四
月
、

一
九
年
九
月
、
同
校
本
科
卒
業
。
翌
月
入
隊

愛
知
県
第
一
師
範
学
校
予
科
入
学
。

そ
の
略
歴
と
主
要
論
文
目
録
と
を
か
か
げ
て
、

し
、
二

O
年
六
月
陸
軍
見
習
士
宮
と
な
る
。
八
月
、
広
島
で
被
爆
負
傷
。
ニ
二
年

四
月
、
広
島
文
理
科
大
学
国
語
国
文
学
専
攻
入
学
。
二
五
年
三
月
、
同
学
卒
業
。

四
月
、
愛
知
県
松
蔭
高
等
学
校
(
名
古
屋
市
)
教
諭
と
な
る
。
以
後
、
岡
県
熱
田

高
校
、
尾
西
市
立
高
校
、
木
曽
川
高
校
、
名
古
屋
酋
高
校
、
瑞
陵
高
校
、
千
種
高

校
を
歴
任
。
四
六
年
六
月
発
病
し
、
七
月
、
愛
知
県
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
に
入
院
。
八

人
お
よ
び
二
男
一
女
が
あ
る
。

一
二
月
再
入
院
。
四
七
年
三
月
一
九
日
永
眠
。
遺
族
に
、
芳
枝
夫

月
末
退
院
し
、

論

文

島
崎
藤
村
の
「
春
」
に
つ
い
て

l
自
伝
的
作
品
の
意
義
l

梶
井
基
次
郎
論

ー
そ
の
幻
想
を
通
じ
て

l

現
代
詩
論
・
密
封
さ
れ
た
祝
祭

現
代
と
文
学

織
田
作
之
助
論

井
上

靖
論

『
日
本
文
学
研
究
』

昭
二
四
・
一

O

「
日
本
文
学
研
究
』

昭
二
七
・

「
プ
ロ
メ
テ
』

昭
二
七
・

四

『
プ
ロ
メ
テ
」

昭
二
七
・

J¥ 

「
日
本
文
学
研
究
」

昭
二
七
・
一
一

『
作
家
」

守

三
島
由
紀
夫
論

『
作
家
」

l
宿
命
の
美
学

1

新
聞
小
説
の
方
法

『
文
学
界
』

(
第
一

O
回
課
題
評
論
当
選
)

昭
二
八
・

昭
三

0
・
五

ζ

の
ほ
か
、
一
二

O
年
一
月
の
『
文
学
界
」
に
は
、
第
七
回
課
題
評
論
K
「
現
代

「
三
島
由
紀
夫
論
」
が
、

詩
は
貧
困
か
」
、
ま
た
、
周
年
六
月
の
『
文
学
界
』

K
は
、
第
一
一
回
課
題
評
論

κ

そ
れ
ぞ
れ
1

候
補
作
に
選
ば
れ
た
乙
と
が
発
表
さ
れ
て

い
る
。

活
力
の
造
型

『
群
像
』

l
戦
後
世
代
の
文
学
的
課
題
i

(
新
人
文
学
賞
、
評
論
の
部
当
選
)

非
生
命
的
な
『
わ
れ
ら
』
の
観
念

『
群
像
」

〈
書
評
・
大
江
健
三
郎
「
わ
れ
ら
の
時
代
」
〉

散

文

芸

術

へ

の

欲

求

『

群

像

」

心
情
と
理
念

「
国
文
学
敬
』

夏
目
激
石

『
近
代
文
学
試
論
』

夏
目
激
石
口

『
近
代
文
学
試
論
」

!
「
余
裕
」
の
意
味
す
る
も
の

l

『
三
四
郎
』
論

『
近
代
文
学
試
論
』

『
国
文
学
喰
」

『
彼
岸
過
迄
」

i

大
患
と
激
石

l
『
恩
ひ
出
す
事
な
ど
』

刀
打
人
』
論

『
近
代
文
学
試
論
」

!
「
激
石
的
」
な
も
の
と
は
何
か

l

昭
三
四
・

昭
三
四
・

昭
三
六
・

昭
三
七
・

昭
四
二
・

昭
四
三
・

昭
四
四
・

昭
四
七
・

昭
四
八
・

....L. 
ノ¥九
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五九四
....L. ノ、




